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       研究分野：生体医工学、生体光イメージング、精密光計測、

非線形光学

研究室HP：https://www.usp.ac.jp/gakubu/kogaku/gakubu/denshi/essw/

現在の医療技術では、数ミリの深さ（例えば、管腔臓器の厚さ、皮膚の厚さ）を、数マ
イクロから数十マイクロ（細胞の大きさ、小血管の太さ）の空間分解能で観察することは
できません。この細胞 1 個が識別できる空間分解能で生体深部を観察することができれ
ば、がんの範囲診断に役立てることができます。また、小血管の観察は、再生医療分野に
おける臓器の機能復元評価に寄与できます。

＜特許の状況＞
特許第6300615号 「光音響画像撮影装置及び光音響画像撮影方法」
特開2024-104333 「測定装置」

光光音音響響イイメメーージジンンググ
―― 生生体体深深部部をを観観察察すするるたためめのの光光とと音音のの融融合合――

関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標

■■医医療療イイメメーージジンンググ
 CT、MRI、超音波エコーは生体深部が観

察できるが、細かく観察できない。
 光イメージング（OCT、光学顕微鏡な

ど）は細かく観察でき、コントラストが
高いが、深部は観察できない。

 従来法では観観察察ででききなないいギギャャッッププ領領域域がが
存存在在する

 我々は、この領域を観察するために、光光
音音響響イイメメーージジンンググの開発を行っている。

■■22光光子子光光音音響響イイメメーージジンンググ
  我々は光音響イメージング技術の高性能化のため、非線形光学現象の一種である22光光子子吸吸収収と光光音音響響イイ
メメーージジンンググを組み合わせた方法を開発している。この方法では空間分解能は 2 光子励起によって決定され
るため、一般的な光音響イメージングで高空間分解化のために使用される光音響波の高周波成分を必要とし
ない。したがって、生体内長距離伝播可能な光音響波の低周波成分を信号として利用することにより、空空間間
分分解解能能をを高高くく保保ちちななががらら、、生生体体深深部部のの観観察察がが可可能能となる。

■■光光音音響響イイメメーージジンンググ（（光光音音響響効効果果のの生生体体観観察察へへのの応応用用））
 音は光に比べて生体内を長距離伝搬するので、検出信号を光から音に変えると生生体体深深部部が観察可能

 光により観察したい特定の分子のみから音を発生させることができるので、高高ココンントトララスストトに画像化
可能可能
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研究分野：熱音響，超音波，故障解析，超音波センサー

研究室HP： shin1sakamoto.com

■■エエネネルルギギーー・・環環境境
地球温暖化をはじめとする地球環境破壊やエネルギー資源の枯渇などの問題について関心が高まっている。

これらの課題を解決するため、エネルギー効率の向上、未利用エネルギーを入力エネルギーとする新エネル
ギーシステムの開発、エネルギーの複合利用によるエネルギーの有効活用について研究を進めている。

■■熱熱音音響響
熱音響技術を応用した熱音響システムは、入力エネルギー源を選ばないことが最大の長所である。つまり、

太陽熱エネルギーなどの自然エネルギー、自動車や工場などの廃熱を入力エネルギー源として利用すること
ができる。その他にも、地球環境の破壊につながる有毒な充填ガスを用いる必要がないこと、可動部が無く
構造が簡単なため信頼性が高いことなどが長所として挙げられる。一方、現状において、システムの形状の
自由度が低いことやエネルギー変換効率が低いことなどが課題として残る。これらを解決し、システムの実
用化を目指して研究を進めている。

■■超超音波エレクトロニニクス
超音波とは聞くことを目的としない音波である。超音波を利用することで、光学的なセンサが利用できな

い状況においても、詳細なセンシングが可能となる。医療の分野では超音波診断装置などで広く利用されて
いるが、超音波センシングはその他の幅広い分野での応用が見込まれる。センシング技術の向上、新たなセ
ンシングの方法やその適応例の開発を目指して研究を進めている。

■■モモーータターーのの故故障障解解析析
エネルギー変換機の代表である電気モーターは種類や環境を問わず、いたるところで用いられ、日常生活

に欠かすことのできないデバイスとなっている。このモーターが一度故障などで、利用できなくなると日常
生活に大きな支障をきたす。これまでの時系列予知では検証が難しかった故障予知に向けて、エネルギー保
存則を考慮した新しい方法を考案した。音，熱のエネルギーを新たに入力し、そのエネルギーの移動を故障
予知に導入する方法である。また、この故障予知に機械学習を取り入れることにより、予知精度の向上を目
指し、安全で快適なモーター利用の推進を目指している。下図は直流モーターの熱解析結果である。左図が
正常、右図が故障サンプルの解析結果である。

『『熱熱音音響響』』『『モモーータターー故故障障解解析析』』
『『超超音音波波エエレレククトトロロニニククスス』』

『『エエネネルルギギーー・・環環境境』』にに関関すするる研研究究・・開開発発

音波

関関連連すするるSSDDGGｓｓのの国国際際目目標標

坂本，渡辺，“音と熱のコラボレーション-熱音響冷凍機実現に向けて- : 音エネルギーで地球を冷やす”，電子情報通信学会誌 90 (2007) pp.993-997.
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